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狛江で分かりやすい 
政治を伝える会 

 

８
月
５
日
（土
）和
泉
多
摩
川
商
店
街
全
長
１
８
０
ｍ
を 

 
 

ホ
コ
テ
ン
に
し
た
お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 



東
京
都
議
会
議
員
選
挙 

狛
江
市
選
挙
結
果
等 

東
京
都
議
会
議
員
選
挙 

狛
江
市
選
挙
結
果
等 

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
社
刊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
宅 

眞 価格：1600円＋税 
インターネットでご注文下さい 

1964年   東京都生まれ、立教大学経済学部卒業。 
 

1987年   広告代理店・東急エージェンシーに２７年間 
        勤務。１２年５月、１２０名社員プロジェクト 
 ↓     をリーダーとして運営中に、妻が病気を発症し 
        妻の要介護認定に伴い、介護休職後に退社。 
        同時に自身が社会保障の重要性に目覚め、 
2014年   介護初任者研修、介護事務。実務者研修修了、 
        同行援護従業者資格取得。 
 

2015年   狛江市議会議員選挙にて、無所属新人ながら 
        １８７１票の得票により全体の２位で当選。 

「こまつな」というタイトルには、市民の
皆様とこまえをつなげるという意味を
込めています。多くの方に狛江のコト
を知っていただきたいと思っています。 
如何でしたしょうか？ 
下記記載の公式ホームページ、,ＳＮＳ
やメールでご意見をお寄せいただけま
すと有難く存じます。 

狛江市ふるさと納税の収支って、どうなっているの？ 
 

 月曜朝に狛江駅北口で、市の行政に関わる各種統計数字を「こまえの数字」としてご紹介して
おりますが、その際に市民の方からこんなご質問をいただきました。 
「ミヤケさん、狛江市のふるさと納税って、勝ってるの、負けてるの？」というものです。 
ご承知の通り、ふるさと納税とは都道府県、市区町村への「寄附」です。 一般的に自治体に寄附をした
場合に、確定申告を行うことで、その寄附金額の一部が所得税及び住民税から控除されることになりますが、 

ふるさと納税では原則として自己負担額の2,000円を除いた全額（※所得により限度額はあります。）が控除の対象となります。 
 最近では地方の自治体が特産品など豪華な返礼品を用意して寄付を増やす一方、寄付が伸び悩む都市部からの税収流出という報道も
なされていますが、都市部である狛江市も決して無縁ではありません。 
 

 さて、私はそのご質問に対して、「都の他の自治体同様、若干マイナスです。狛江市では返礼品として農産物収穫体験やブランド野菜プ
レゼント等、PR的な側面で寄与しています。」と、お答えいたしました。 
 その後、狛江市課税課に直近の状況を確認いたしましたのでご報告いたします。 
 「入り」の数字としての寄附額（平成28年度）は、およそ400万円。一方、「出」の部分ですが平成29年度に確定した税額控除額の市民税
分はおよそ１億円が流出しています。よって、「若干」とはいえない「大きな」マイナスですが、狛江市は地方交付税交付団体（＝財政面で
国から自立できていない自治体）」ということから、控除額１億円のうち実質的なダメージは２５％程度に留まります。ということで、約２０００
万円超の絶対額がショート、これが実態となります。今回のタイムリーなご質問、誠にありがとうございました。 
 

 今後もお気軽に「こまえの数字」に関して、お問い合わせください。 

「タクティカル・アーバニズム」とは？ 
 オモテ面の写真、和泉多摩川商店街にて週末の８月５日(土)、商店街主催の夏祭りが歩行者天国で開催されます。前後し
ますが７月末には狛江駅前広場等で例年通り「コマフェス」も開催されました。このように、市民の方々が主体的に公共空
間等を利活用してイベントを実施していく動きは、狛江市だけでなく全国的な流れです。 
 将来的には税収が伸び悩み、財源が右肩上がりにならない時代がやってくると言われて 
います。今までのように「あれも欲しい、これも欲しい。」というハコもの志向ではなく、 
市民の皆様が公共空間や道路を気軽に利活用していくことを行政が後押しする仕組みが求 
められます。 
 こうした公有地や許可を得た民有地等で行政（道路管理者）や警察（道路交通法）に許 
可を取りながら、市民のために開放し、市民の方があんなコトやこんなコトをしてしまう! 
そんな自由な発想で利活用していく取り組みが、最近のまちづくりで密かなブームです。  
 元々は坂の街サンフランシスコのコインパーキングに芝生を敷いた、いわゆるパークレ 
ットというアクティビティから始まり、世界各国のイケてる人たちの間で沸騰中のトレン 
ドこそが、「タクティカル・アーバニズム（ＴＵ）」です。 
 

☝上写真は西千葉HELLO GARDEN 

  7月22日（土）イベントより 

 さて、狛江駅北口の駅前広場は今年度中に舗装整備され、より多くの利活用が期待され
ます。発想を転換すれば、屋外公有地でも、わずかなコストで公民館的な機能を持てるか
もしれない。そんなことを夢想しています。右側の写真は、その夢を叶えるための一つの
方法論として、西千葉ＨＥＬＬＯ ＧＡＲＤＥＮさんの取り組みを視察したものです。特
筆すべきは、市民の企画したイベントのために広場を提供するだけでなく、自由な発想で
柔軟に使える「屋外常設の実験的家具」を標準的に装備している点です。例えば、あるイ
ベントでは冷蔵庫でビールを冷やすために使っていた台が、別の映画上映イベントではＭ
Ｃブースに早変わりといった、まさにトランスフォーム感覚で緻密に設計されています。 
 

👈左写真は、丸の内仲通り利活用 
 社会実験 ７月23日（日）より 

 また、ＴＵには社会実験的な要素があり、私もまち
づくりＷＥＢメディアとして有名な「ソトノバ」が主
催し、東京駅丸の内仲通りで先般行われたイベント運
営に参加することができました。狛江市で行われる各
種イベントでも、微力ながらお手伝いできるネット
ワークづくりを現在模索しております。市民の皆様も、
この新しいまちづくりの概念「タクティカル・アーバ
ニズム」に注目してください。 


